
田中組の旧本社に
江戸時代から続く
一本のかりんの木
がありました。ふふ
丸は「家族愛」「お客
様第一主義」の象徴
と し て 生 ま れ た
キャラクターです!

導入から1年半経過
　仕事をやり易くする「環
境」を「整」えて「備」えるた
めに行っている環境整備。
導入から1年半が経過しま
した。この取り組みでは、部
署ごとに環境整備したい場
所の計画、毎月の報告と半
年ごとの振り返りを行って

おり、7月1日に半期振り返り
を実施。環境整備に対する田
中 社 長 の 思 い が ウ ラ 面
「Positive Change」コーナー
に記載されています。ぜひ
チェックしてください！
話し合いのポイント「和談」
　これまでの半年間、環境
整備を実施してきて良かっ

た点・悪かった点・どうすれ
ばもっと良くなるかを部署
ごとで振り返り、発表しま
す。その振り返りをもとに
次の半年間の計画を立てま
す。この話し合いで大切に
している考え方が「和談」。
話し合いを始める前に、相
手の意見を否定しないで部

長も新入社員も意見を出し
合うことを確認しています。
否定されるのではないか、と
いう不安があると発言の際
に勇気が必要となってしま
います。振り返りを行うたび
に和談の意味を確認するこ
とで、普段の業務での意見交
換も活発になります。

推進担当 初変更
　導入から1年半、管理部の
土沼さんが担っていた推進
担当を入社3年目の齋藤さ
んが引き継ぐことになりま
した。今後は社員の育成や
新たな気付きを得るため
に、期間ごとに推進担当を
引き継いでいきます。



7/31（土）▶コジマ複合ビル竣工予定。

　来月のTANAMAGAで詳しく取り上げます！お楽しみに！

8/31（火）▶古着deワクチン第2弾締切予定。

　お問い合わせ：インフォメーションデザイン室　坂爪・齋藤

8/13（金）～ 16（月）▶夏季休業となります。予めご了承くだ

さいますようお願い致します。

若手技術職スタッフ向けの
勉強会。現場所長として活躍
できるスタッフを育てるた
めに行います。建築に関する
専門知識を身に着けるため

外部講師を招いたり、先輩社
員が講師となって後輩社員
に指導したりします。先輩社
員による勉強会では、受け手
の知識向上だけでなく、講師

となる先輩社員の伝える力
を鍛えることもできます。最
近では、オンライン上で開催
し、離れた現場のスタッフも
参加しやすくなりました。

資格
二級建築施工管理技士・小
型車両系建機他。
入社のきっかけ
専門学生時代に担任の先生
から勧められたのがきっか
けで会社説明会に参加をし
ました。会社見学の際、優し
い方々が多く、RC造を県内
でもいち早く施工した企業

と聞いて自分もこの会社で
働いてみたいと思い入社を
しました。
趣味
ゴルフ・野球など球技系の
全般が大好きです。その他
にも体を動かすことが好き
なので、今年は、3歳になる
息子を連れてスノーボード
に行きたいと思います。

Prof ile
1993年5月15日生まれ。
新潟県南魚沼市出身。新潟工科専門
学校建築大工科卒業後、田中組に入
社。5月に女の子が誕生し、2児のパ
パになりました。

TANAKA’S STAFF

健康経営視察
7月9日（金）から2泊3
日で宿泊施設での断食
に参加。健康経営に活
かせるか、視察してき
ま し た。チ ャ レ ン
ジャー齋藤さんによる
レポートはホームペー
ジをチェック。

テナント経営セ
ミナー開催
7月13日（火）に地元弁
護士齋藤先生によるテ
ナント経営セミナーを
開催。不動産事業を営
むオーナー様へリスク
回避のポイントをお伝
えしました。

説明会を開催
7月16日（金）に単独会
社説明会を開催。リア
ル・ウェブ合わせて4
名の学生にご参加いた
だきました。iPadを使
用しオフィス案内をし
たことで、ウェブでも
会社のイメージが掴め
たと好評でした！

私が担当
しました

　新潟駅前で「FAGOTTO」
「縁」等の飲食店を展開する
SHAOグループのテイクア
ウト専門店が6月にオープ
ン。グループ各店舗のお惣菜
を楽しむことができます。

【川上コメント】当社でテナ
ント仲介・施工をさせてい
ただきました。場所は田中組
本社となり。元々、美容室
だったテナントをどのよう
なデザイン、プランで施工を
していくか打ち合わせを重
ね、お施主様のこだわりをか
なえるべくお手伝いしまし
た。厨房も新しく設けたた
め、排気方法等を構造の部分

で問題がないか注意を払い
施工しました。この度はこの
ようなご縁をいただけたこ
と大変嬉しく思います。皆様
も是非足を運んでみてはい
かがでしょうか？

だ」と事実を自己の都合のい
いように捻じ曲げた結果、大
敗となりました。この歴史的
事実から、驕慢になることは
人間にとって危険な思想をは
らみ、「だろう」「はずだ」「で
ある」という冷静さを欠いた
考え方に陥りやすくなるとわ
かりました。今を生きる我々
も歴史に反省し、同じことを
繰り返さないようにしなけれ
ばなりません。環境整備は気
付きの場、そして包括的に成
長が可能な場です。スタッフ
の皆さんは環境整備で健全な
精神を磨き、人格形成の一助
となるような時間にして欲し
いと思います。

よく使われていた言葉です。
意味は「驕り高ぶること」。当
時、日本の石油はアメリカか
らの輸入に頼りきりでした。
日本で使用する1年分の石油
をアメリカがどれくらいの期
間で産出できたかご存知で
しょうか？答えはたったの半
日です。この事実だけでも太
平洋戦争の相手・アメリカと
の国力の差が伺えます。戦後
の軍人に対するインタビュー
では「敗因は驕慢の一言に尽
きる」と記録されています。
連戦連勝から「勝てるだろう」
という希望的観測を抱き、次
第に「勝てるはずだ」と思い
込む。そして「勝ったも同然

　2019年12月に導入した「環
境整備」。その半期振り返りを
7月1日に行いました。仕事を
やり易くする環境を整えて備
える、気付きの習慣を身に着
ける等の目的で環境整備を
行っています。これらの目的
や、環境整備に必要な考え方
はスタッフ全員に配布してい
る「経営計画書」にも記載し
ています。スタッフの皆さん
は再度ご一読ください。さて、
今回は日本の歴史を紐解きな
がら、環境整備を通じて目指
すものをお話し致します。
　驕慢（きょうまん）という
言葉を聞いたことはあるで
しょうか？太平洋戦争以前に


